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2000B期（平成12年９月～平成13年１月）から開

始した特定利用課題は、2003B期（平成15年９月～

平成16年２月）から重点研究課題を導入するのに合

わせて長期利用課題と改称し実施しています。これ

に合わせて、これまで３回実施した「特定利用　中

間評価」についても今回の第４回中間評価からは

「長期利用　中間評価」と改称します。

長期利用の中間評価は利用研究課題選定委員会長

期利用分科会において、書類による評価と面接によ

る評価の両方で行いましたが、面接評価の際に評価

用書類の内容をふまえて、（1）研究の進捗状況（2）

採択時の審査員の意見の反映度（3）成果の発表状

況（4）成果の位置づけ、意義（5）３年目の計画の

妥当性、の５つの観点から評価を行いました。以下

に対象課題の評価結果と研究概要および得られた成

果を示します。

〔課　題　名〕：高分解能（磁気）コンプトン散乱測

定による巨大磁気抵抗物質の電子及

び軌道状態の研究

〔実験責任者〕：小泉 昭久（姫路工業大学）

〔採択時の課題番号〕：2002A0008-LD3-np

〔評 価 結 果〕：実施する。

〔研 究 概 要〕：

現在、巨大磁気抵抗効果（CMR）を示す物質の

研究が精力的に行われている。例えば、ペロフスカ

イトMn酸化物は、最近の強相関電子系における

様々な研究を通して、電子の内部自由度とそれらの

結合状態が、CMRを含めた系の物性に重要な影響

を与えているということが広く認識されるようにな

ってきた。また、新たなCMR物質Sr
2
MoFeO

6
は、

高い磁気転移温度を持ち、低温のみならず室温にお

いてもCMR効果を示すことから注目されている物

質である。

本課題では、上記２つの酸化物試料を主対象にし

て、SPring-8を用いて電子・軌道状態の研究を行い、

CMRの起源に迫ることを目的とする。このような

巨大磁気抵抗物質を研究するにあたり、放射光を用

いた高分解能コンプトンプロファイル（HRCP）・

磁気コンプトンプロファイル(MCP)測定では、測定

試料の純度・表面状態や、測定温度、磁場の有無に

ついての実験的制約が無いため、ホールドープ系の

試料における測定、磁気転移点前後での温度変化の

測定、CMRに関連して磁場依存性の測定等が系統

的に行えるという有用性がある。また、入射X線に

円偏光X線を用いると、磁性電子のみの運動量分布

を反映したMCPが測定されるが、CMR物質におい

ては、磁性と伝導を担う電子のみを選択したデータ

が得られることになる。

本課題では、このような放射光を用いた利点を十

分に生かし、ホール濃度依存性、磁場依存性、温度

変化、プロファイルの異方性を測定し、分子軌道計

算・バンド計算から求められる理論的プロファイル

との比較を行う。これはCMR効果を含めた磁性と

伝導性との関係、CMRと軌道状態との関係を研究

する上で、有効な実験手法となり得るものと期待さ

れる。また、コンプトン散乱測定を軌道研究という

観点から捉え、軌道状態の直接的観測手法の確立を

目指すという点にも意義・特色がある。

〔成　果〕：

磁気コンプトンプロファイル（MCP）および高

分解能コンプトンプロファイル（HRCP）で、Mn

系酸化物の Mn 3d 軌道を中心とした電子状態を観

測する目的を達成しつつあり、当初目的の成果は得

られている。また、コンプトン散乱の計測・解析で

は世界トップグループに位置し、他の方法では得ら

れない精密物性測定の手法が開発されつつある。

〔成果リスト〕：

（原著論文）

「長期利用2002A採択課題中間評価」について
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（解説、Proceedings等）
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Frontiers 2001B/2002A.

［3］「SPring-8における位置敏感X線検出器開発」、

豊川秀訓、鈴木昌世、広田克也、放射線 Vol.29

No.1 (2003)21.

［4］M.  Suzuk i ,  H .  Toyokawa ,  K .  H i ro ta ,

“Multielement Detectors for High Energy SR

X-ray Experiments,”in the proceedings of

“8th International Conference on Synchrotron

Radiation Instrumentation,”San Francisco,

August 25-29, 2003. To be published in AIP

Conference Proceedings series.

［5］M. Itou and Y. Sakurai,“Cauchois-type

Compton Spectrometer Using X-ray Image

Intensifier”, in the proceedings of“8th

International Conference on Synchrotron

Radiation Instrument ,“San Francisco, August

25-29, 2003. To be published in AIP

Conference Proceedings series.  

（学会発表等）

［1］（招待講演）「磁気コンプトン散乱法で観た層状

Mn酸化物の3ｄ軌道占有状態」：小泉昭久、日

本物理学会秋季大会　2002年９月　中部大学

［2］「磁気コンプトンプロファイル測定による層状

Mn酸化物の軌道・電子状態の温度変化」：小

泉昭久、永尾俊博、角谷幸信、尾村朱美、坂井

信彦、廣田和馬、村上洋一、日本物理学会秋季

大会　2002年９月　中部大学
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美、坂井信彦、有馬孝尚、廣田和馬、村上洋一、

日本物理学会秋季大会　2002年９月　中部大学
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信、尾村朱美、坂井信彦、廣田和馬、村上洋一、

日本物理学会第58回年次大会　2003年３月　東
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桜井吉晴、廣田和馬、村上洋一、日本物理学会

秋季大会　2003年９月　岡山大学（発表予定）

［6］「X線イメージインテンシファイアを用いたコ

ンプトン散乱測定用高エネルギーX線スペクト

ロメータ」：伊藤真義、桜井吉晴、日本物理学

会秋季大会　2003年９月　岡山大学（発表予定）
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Intensifier”, in the proceedings of“8th
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Radiation Instrument,“ San Francisco,
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(Invited Talk).
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